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５
月
24
日
㈫
の
第
２
回
、
７
月

21
日
㈭
の
第
５
回
、
８
月
８
日
㈪

の
第
６
回
、
９
月
９
日
㈮
の
第
７
回

作
手
地
域
協
議
会
を
経
て
、
平
成

29
年
度
作
手
地
域
自
治
区
予
算
事

業
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

（
下
表
参
照
） 

 
今
年
度
か
ら
、
平
成
27
度
に
策

定
し
た
「
作
手
地
域
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
に
沿
い
、
限
ら
れ
た
予
算
の
な

か
で
事
業
計
画
案
を
作
成
し
ま
し

た
。 

 

今
年
度
、
作
手
地
域
に
配
分
さ
れ

た
予
算
枠
は
７
４
６
万
５
千
円
で

す
。 

         

 

地 域 協 議 会 

だ よ り 
 

＜第１６号＞ 

 〒441-1492 新城市作手高里字縄手上60番地 作手総合支所内 

 電話：0536-37-2280   FAX：0536-37-2216 

 Eﾒｰﾙ：tsukude-jichi@city.shinshiro.lg.jp 

 発 行 

  作手地域協議会 
  （事務局）作手自治振興事務所 

作
手
地
域
自
治
区
予
算 

事
業
計
画
案
ま
と
ま
る 

◆平成２９年度作手地域自治区予算事業計画案 

№ 事業名 内容 
予算額 

（千円） 

１ 
つくでっ子元気事業 

【継続事業】 

小中学生の学習意欲の向上及び地域の人たちとの交流を図るため、スポーツ・文

化・芸術の講演会、講習会、鑑賞会等を行う。 
650 

２ 
鬼久保ふれあい広場整備事業 

【継続事業】 

交流人口増加を図るため、鬼久保ふれあい広場内のウォーキングコースの整備を

行う。 
580 

３ 
園・小・中・高・地域連携教

育事業【継続事業】 

魅力ある作手地域の教育を目指すため、作手こども園の園児及び作手小学校１・

２年生を対象に英語に親しむ機会づくりを行う。 
673 

４ 
公衆トイレ案内看板等設置事

業 

黒瀬庄ノ沢緑地、巴川の紅葉に訪れる観光客に対し、公衆トイレの案内板を設置

する。また黒瀬庄ノ沢緑地へ仮設トイレを設置し、利用者等の状況調査を行う。 
306 

５ 
作手地域自治区若者定住奨励

金交付事業 

定住促進を図るため、作手地域自治区の区域内に転入、転居及び出生した人か

つ、年齢が４５歳以下であり作手地域自治区内に住所を定めてから３年度が経過
684 

６ 作手こども園駐車場整備事業 子どもの安全を確保するため、作手こども園の駐車場の一部を整備する。 2,922 

７ 地域安全灯設置費補助事業 
地域住民の安全・安心及び地域防犯意識の高揚を図るため、地域安全灯設置費補

助金に対する上乗せ補助金を交付する。 
372 

８ 
作手地域自治区空き家情報登

録促進事業【継続事業】 

新城市空き家情報登録促進制度（新城市空き家バンク）への登録促進を図るた

め、行政区が空き家所有者へ交渉を行い、交渉により空き家が新城市空き家バン

クに登録された場合に、行政区に対し交付金を交付する。 

100 

９ 
作手地域自治区空き家片付け

事業 

作手地域自治区の区域内の空き家の活用促進を図るため、新城市空き家バンクに

登録された空き家の残存家財道具等の処分費に対し補助金を交付する。 
250 

１０ 山村交流施設活用事業 
山村交流施設の運営組織の会議や共育コーディネーターの会議の開催及び山村交

流施設の活用推進を図るためのイベントを開催する。 
928 
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つ
く
で
っ
子
元
気
事
業
は
、
平
成

26
年
度
か
ら
継
続
し
て
行
っ
て
い

る
事
業
で
す
。 

 

毎
回
実
施
し
て
い
る
公
演
後
の
参

加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
来
年
度
も

事
業
の
継
続
を
望
む
声
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
継

続
事
業
と
し
て
開
催
し
ま
す
。 

 
平
成
26
年
度
に
発
足
し
た
「
鬼

久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
利
用
者
増
加
計

画
検
討
委
員
会
」
で
検
討
さ
れ
た
事

業
を
採
択
し
ま
し
た
。 

 

具
体
的
に
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
整
備
に
係
る
市
道
の
カ
ラ
ー

塗
装
（
今
年
度
実
施
し
た
残
り
の
部

分
）
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
周

遊
す
る
た
め
の
案
内
看
板
を
設
置
し

ま
す
。 

 
 

     

  
 

      

こ
の
事
業
は
、
作
手
地
域
の
教
育

を
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
家

庭
や
地
域
が
積
極
的
に
学
校
に
か
か

わ
っ
て
い
く
制
度
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
）
の
導
入
や
、
国
際
化
に

対
応
す
る
た
め
の
英
語
教
育
、
作
手

地
域
に
対
す
る
「
ふ
る
さ
と
」
意
識

を
醸
成
す
る
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
の

充
実
に
向
け
取
り
組
む
事
業
で
す
。 

 

今
年
度
は
、
英
語
教
育
に
つ
い

て
、
作
手
こ
ど
も
園
の
園
児
に
英
語

に
親
し
む
機
会
（
英
語
遊
び
の
時

間
）
を
設
け
て
い
ま
す
。 

 
来
年
度
は
、
こ
ど
も
園
、
小
学

校
、
中
学
校
、
高
校
と
、
継
続
し
て

英
語
に
親
し
む
機
会
を
つ
く
る
た

め
、
小
学
校
１
・
２
年
生
に
も
英
語

遊
び
の
時
間
を
設
け
ま
す
。 

 
 

 

黒
瀬
庄
ノ
沢
緑
地
は
、
近
年
観
光

客
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
黒
瀬
庄
ノ
沢
緑
地
に
は

公
衆
ト
イ
レ
が
な
く
、
車
で
数
分
の

と
こ
ろ
に
涼
風
の
里
の
ト
イ
レ
が
あ

る
の
で
す
が
、
観
光
客
は
近
隣
民
家

の
ト
イ
レ
を
借
り
た
り
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
ま
た
、
巴
川
の
紅
葉
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
の
近
く
に
は
公
衆
ト
イ

レ
が
あ
る
も
の
の
、
ト
イ
レ
の
案
内

看
板
が
な
く
、
分
か
り
に
く
い
と
い

う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
黒
瀬
庄
ノ
沢
緑
地
及
び

巴
川
の
紅
葉
に
訪
れ
る
観
光
客
に
対

し
、
公
衆
ト
イ
レ
案
内
看
板
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
黒
瀬
庄
ノ
沢
緑
地

へ
は
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
そ
の

使
用
状
況
を
調
査
し
ま
す
。 

 
 

      

平
成
29
年
度
作
手
地
域
自
治

区
予
算
事
業
計
画
案
概
要 

つ
く
で
っ
子
元
気
事
業
【継
続
事
業
】 

鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
整
備
事
業

【継
続
事
業
】 

園
・小
・中
・高
・地
域
連
携
教
育
事

業
【継
続
事
業
】 

公
衆
ト
イ
レ
案
内
看
板
等
設
置
事

業 



（3） 第１６号        作手地域協議会だより      ２０１６年（平成２８年）９月３０日 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

  
 

 
 

 
 
 

昨
年
度
策
定
し
た
「
作
手
地
域
ま

ち
づ
く
り
計
画
」
で
は
、
定
住
人
口

及
び
交
流
人
口
の
維
持
・
増
加
を
目

標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
若
者
が
移
住
・
定
住
し
て
く
れ

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
作
手
地
域
に
若
者
を
呼

び
込
む
た
め
の
一
つ
の
手
法
と
し

て
、
作
手
地
域
自
治
区
の
区
域
内
に

転
入
、
転
居
及
び
出
生
し
た
人
で
、

か
つ
年
齢
が
45
歳
以
下
で
あ
り
、

作
手
地
域
自
治
区
内
に
住
所
を
定
め

て
か
ら
３
年
度
が
経
過
し
た
人
を
対

象
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。 

 

奨
励
金
は
、
交
付
対
象
者
１
人
に

つ
き
、
作
手
産
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
１
俵
分

の
新
城
市
共
通
お
買
物
券
い
ー
じ
ゃ

ん
券
（
１
万
９
千
円
分
）
と
し
て
交

付
し
ま
す
。 

 

な
お
、
交
付
は
交
付
対
象
者
１
人

に
つ
き
、
１
回
限
り
と
し
ま
す
。 

 

作
手
こ
ど
も
園
の
駐
車
場
は
、
ほ

と
ん
ど
が
未
舗
装
で
あ
る
た
め
、
車

の
通
行
や
子
ど
も
の
安
全
確
保
に
支

障
が
出
て
い
ま
す
。 

 
こ
の
た
め
、
子
ど
も
の
安
全
確
保

及
び
保
護
者
の
方
が
安
心
し
て
子
ど

も
の
送
迎
が
で
き
る
よ
う
、
駐
車
場

の
一
部
の
舗
装
及
び
区
画
線
等
の
整

備
を
行
い
ま
す
。 

 

地
域
安
全
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い

て
、
作

手

地

区
の
各
区
長

さ
ん
に
依
頼

し

調

査

を

行
っ
た
と
こ

ろ
、
来

年

度

の
地
域
安
全

灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

希
望
基
数
が
合
計
31
基
あ
り
ま
し

た
。 

 

そ
こ
で
、
行
政
区
の
負
担
軽
減
を

図
り
、
地
域
安
全
灯
の
設
置
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
安

全
・
安
心
及
び
地
域
防
犯
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
、
地
域
安
全
灯
設
置

費
補
助
金
に
対
し
、
上
乗
せ
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。 

 

新
城
市
空
き
家
情
報
登
録
制
度

（
新
城
市
空
き
家
バ
ン
ク
）
へ
の
登

録
を
促
進
す
る
た
め
に
今
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
行
政
区
に
空
き
家

所
有
者
と
交
渉
を
行
っ
て
も
ら
い
、

交
渉
に
よ
り
空
き
家
が
空
き
家
バ
ン

ク
に
登
録
さ
れ
た
場
合
に
、
行
政
区

に
対
し
、
交
付
金
（
１
物
件
に
つ
き

２
万
円
）
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。 

 
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
保
持
、
移

住
促
進
を
図
る
た
め
、
積
極
的
に
御

活
用
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
新
規
就
農
者
等
の
受
け
入

れ
居
宅
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
来

年
度
も
登
録
５
物
件
を
目
標
に
継
続

し
て
い
き
ま
す
。 

 

空
き
家
の
利
活
用
問
題
で
は
、
残

存
家
財
道
具
等
の
処
分
が
大
変
な
こ

と
か
ら
、
貸
し
た
り
売
っ
た
り
は
で

き
な
い
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
作
手
地
域
自
治
区
空
き

家
情
報
登
録
促
進
事
業
に
お
い
て
、

行
政
区
の
方
が
空
き
家
所
有
者
と
交

渉
す
る
際
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
き

家
の
残
存
家
財
道
具
等
の
処
分
費
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。 

 

補
助
率
は
、
２
分
の
１
以
内
（
た

だ
し
、
上
限
５
万
円
）
と
し
、
５
物

件
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

作
手
地
域
自
治
区
若
者
定
住
奨
励

金
交
付
事
業 

作
手
こ
ど
も
園
駐
車
場
整
備
事
業 

地
域
安
全
灯
設
置
費
補
助
事
業 

作
手
地
域
自
治
区
空
き
家
情
報
登

録
促
進
事
業
【継
続
事
業
】 

作
手
地
域
自
治
区
空
き
家
片
付
け

事
業 
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昨
年
度
策
定
し
た
「
作
手
地
域
ま

ち
づ
く
り
計
画
」
で
は
、
平
成

29

年
４
月
に
開
設
す
る
山
村
交
流
施
設

に
つ
い
て
、
地
域
の
拠
点
施
設
と
し

て
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
な
お
山
村
交
流
施
設
に

は
、
作
手
小
学
校
新
校
舎
が
併
設
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
新
城
市
が
掲
げ
る

共
育
の
実
践
の
場
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 

 

今
年
度
は
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
山
村
交
流
施
設
等
の
活
用
方

法
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

 

来
年
度
も
、
引
き
続
き
山
村
交
流

施
設
等
の
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
が
、
全
国
の
事
例

等
を
参
考
に
し
、
よ
り
良
い
活
用
方

法
等
を
考
え
て

い

く

た

め
、
学

識
経
験
者
を
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
招
き
検
討

を
し
て
い
き
ま

す
。
ま

た

山

村

交
流
施
設
の
活

用
推
進
を
図
る

た
め
の
自
主
事

業
を
開
催
し
ま

す
。 

 
 

 

以
上
10
事
業
の
平
成
29
年
度
作

手
地
域
自
治
区
予
算
事
業
計
画
案
に

対
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。 

▼
募
集
期
間 

 

９
月
30
日
㈮
～
10
月
17
日
㈪ 

▼
提
出
方
法 

 

住
所
及
び
氏
名
を
御
記
入
の
上
、

①
か
ら
④
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
御

提
出
く
だ
さ
い
。
（
※
様
式
任
意
） 

①
作
手
自
治
振
興
事
務
所
へ
持
参
す

る
。 

※
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
。
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除

き
ま
す
。
） 

②
郵
送
す
る 

 

〒
４
４
１
‐
１
４
９
２ 

 

（
住
所
記
入
不
要
） 

 

新
城
市
役
所 

作
手
総
合
支
所
内 

 

作
手
自
治
振
興
事
務
所 

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。 

 

FAX

37
‐
２
２
１
６ 

④
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。 

 
t
s
uk
ud
e-
ji
ch
i@
ci
ty

.s
hi
nsh
i
ro

.l
g.
jp 

※
口
頭
や
電
話
に
よ
る
受
付
は
で
き

ま
せ
ん
。 

※
い
た
だ
い
た
意
見
に
対
す
る
個
別

の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
作
手
地

域
協
議
会
で
検
討
し
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
回
答
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

Information 

お知らせ 

【作手地域協議会の予定】 

◆第８回作手地域協議会 

・日時：平成２８年１０月１９日（水） 

    午後７時３０分～ 

・場所：作手総合支所 会議室 

・内容：平成２９年度作手地域自治区予      

算事業計画の決定 

 

◆第９回作手地域協議会 

・日時：平成２８年１０月２５日（火） 

    午後７時００分 

     ～午後７時２０分 

・場所：作手中学校 ランチルーム 

・内容：市長との懇談会 

 

～市長と話そう！～ 

平成２８年度地域意見交換会 

・日時：平成２８年１０月２５日（火） 

    午後７時３０分～ 

・場所：作手中学校 体育館 

・内容： 今年度も、地域自治区ごと

に、市長との意見交換会を開催

します。 

     当日は、市長のほか、副市

長、教育長をはじめ、市役所の

部長たちも参加します。 

     大勢の御参加をお待ちしてい

ます！ 

▲地域意見交換会の中で、作手地域自治区

予算の事業計画を建議します。 

 （写真は、昨年度の様子） 
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▲山村交流施設建設の様子 


